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【夢の触媒プロセスの実現に一歩近づいた！！】 

 

ベンゼンを分子状酸素により直接フェノールに転換する直接フェノール合成は世界の１０の高

難度触媒反応の一つであり、過去 40 年間誰も触媒開発に成功していないが、我々は、フェノー

ル選択性 94％という驚異的性能を示す新型レニウム触媒を発見した。1-3) 今回、さらに実業化レ

ベル性能に近づいた新規な Re-Pt 触媒を開発することに成功した。 

 

フェノールは世界で毎年９１０万トンも製造され樹脂など多くの用途に使われている重要化学

物質である。現在は、ベンゼン- クメン- クメンヒドロペルオキシド-- フェノールという 3

段階を経るクメン法により製造されている。3 段階プロセスのためエネルギー効率が低いこと、

途中のクメンヒドロペルオキシドが爆発性であること、多量の硫酸を使用すること、フェノール

と同量の副生成物アセトンが生成してしまうこと、など多くの問題を抱えている。 

 

理想的なプロセスは、ベンゼンから空気中の酸素により一段で直接フェノールを製造するプロセ

スの実現が待たれており、夢のプロセスといわれている。しかし、これまでそれを実現する触媒

は開発されていない。 

 

我々は、その夢のプロセスを実現できる可能性の高い新型レニウム-白金触媒を開発することに

成功した。レニウムと白金が HZSM-5 ゼオライト細孔内に分散担持されている。同一触媒反応条

件で、最近見出したレニウム触媒よりさらに 14 倍高い活性を示し、かつ高い選択性 83％を保持

する優れた性能を示す。特に反応初期には工業化可能な 20％転化率を示す。今後さらに触媒の失

活防止などにより日本発の実用触媒が実現されるものと期待される。 
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